
図　　面　　名　　称 枚　数 備　考

0 工事位置図 1 Ａ４

1 堤体工　平面図 1

2 堤体工　縦断面図 1

3 堤体工　標準断面図 1 欠番

4 - 6 堤体工　横断面図 3  〃

7 波除護岸工　構造図 1  〃

8 ブロック積・堤体付帯工構造図１ 1  〃

9 堤体付帯構造図２ 1  〃

10 洪水吐一般図 1

11 - 12 横断面図 2

13 洪水吐付帯構造図 1 欠番

14 - 32 洪水吐　配筋図 19 鉄筋加工図含む

33 - 35 取水施設　一般図 3 欠番

36 - 42 取水施設　配筋図 7  〃

43 取水施設　ため池栓・取水ゲート軸割付図 1  〃

44 取水施設　緊急放流ゲート軸割付図 1  〃

45 取水施設　斜樋管・空気管詳細図 1  〃

46 取水施設　土砂吐ゲート一般図 1  〃

47 取水施設　手摺詳細図 1  〃

48 底樋・止水壁構造図（参考図） 1  〃

49 仮設平面図 1

50 工事用道路 縦断面図 1 上流側

51 工事用道路 縦断面図 1 下流側

52 - 53 工事用道路 標準断面図 2 農道区間、上流側、下流側

54 - 57 工事用道路 横断面図 4 農道区間、上流側、下流側

58 土取場 平面図 1 欠番

59 土取場 縦断図 1  〃

60 - 62 土取場 横断図 5  〃

34 （位置図除き33枚）合　　　　計

図　面　目　録
図面番号



下鳥池改修工事（１工区） 工事位置図

図面の名称 図面番号

工　事　位　置　図 0

下鳥池
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堤体工　平面図

東伯郡琴浦町金屋

事 業 名

施行年度

工 事 名

図 面 の
名　　称

施行位置

図面番号

地域ため池総合整備事業

※この平面図は、UAVレーザ・地上レーザにより取得した
　点群データ、及び補測測量により図化したものである。

※A3版印刷時縮尺：図示×50％
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※A3版印刷時縮尺：図示×50％

堤体工 縦断面図

堤体工 縦断面図
V＝1:100

▽F.W.L=65.0m

▽H.W.L=65.5m

5
9
.
9
0

5
8
.
9
3

5
8
.
8
0

5
8
.
9
0

5
9
.
7
0

6
1
.
2
0

6
4
.
5
0

+
2
.
7

+
1
0
.
0

6
6
.
9
0

level

6
6
.
9
0

6
6
.
9
0

L=120.00

6
6
.
9
0

6
6
.
9
0

6
6
.
9
0

6
6
.
9
0

6
6
.
9
0

6
6
.
9
0

6
6
.
9
0

6
6
.
9
0

※右岸側の由良砂礫層（Dg）は岩盤分類上のCL級相当の固結度を有する。

地質時代 記号地層名 Ｎ値 記事

完新世

第四紀

更新世

新生代

盛土 Bs

Dc1

Dg

洪積粘性土層 1

クロボク Kb

0～7

1～6

0～35

12～50

シルト～砂まじりシルト。火山灰質シルト。

粘性が高く、含水小位。

シルト～砂質シルト。旧表土。

粘性中位。

砂混じりシルト～砂質シルト。凝灰質シルト。

粒径不均一な砂を混入する。

φ5cm程度以下の安山岩の腐り礫が点在する。φ2cm程度

以下の礫は指圧で細粒化し、砂質シルト状になる。

層厚は最大で6.9m程度を確認。

凝灰質砂礫。コア長10～30cm程度の玉石とφ5cm以下の亜角

～亜円礫主体。礫種は安山岩。

基質は凝灰質で粒径不均一な砂を主体とする。

調査地の右岸側にのみCL級相当の硬質な礫層が分布する。

層厚は最大で3.4m程度を確認。

層序表

由良砂礫層

（洪積礫質土層

）
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※右岸側の由良砂礫層（Dg）付近で透水係数の低い土層が出現する可能性があるため、掘削時には注意されたい。
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　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。
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伸縮継目

（E.J.）

止水板

※表参照

継目標準図

t
/
2

t
/
2t

NOSCALE

塩ビ管ＶＰ丸鋼,異形棒鋼

φ20

φ30

φ25

φ25mm,D25mm

φ16mm,D16mm

φ19mm,D19mm

l=1000mm l=500mm
縦方向鉄筋

止水板の幅（W）

230～300(250)

300以上 (300)

200～250(200)

150～230(150)

D22mm以上

D16,D19

D13mm以下

ダウエルバー規格

コンクリート厚（t）

止水板標準幅

200～300

300～400

400以上

200以下

70 110 70

180

70 110 70

180

F D164

F D163

W D1318（　　）

W
13 D13（　　）W

11 D13（　　） W
12 D13（　　） W

14 D13（　　）

※ （　）内は内側の鉄筋番号を示す。

F
22 D13F

21 D13

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

１５

シール材



117゜

1
7
4
°

129°

1
7
4
°

1
7
4
°

177°

177°

177°

177°

177°

177°

177°

173°

173°

177°

図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

3

S=1/50

側 水 路

洪水吐配筋図 (その3)

地域ため池総合整備事業

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

3134

2
8
9
0

3
5
7

25
4
6

3
5
6

2
8
4
4
(
2
55
4
～
3
1
3
4
)

1642(1142～2142)

1
9
8
7
(
1
6
9
8
～
2
2
7
5
)

3001(2501～3501)

480

3
5
6

2
8
5
6
(
2
56
6
～
3
1
4
6
)

1801(1301～2301)

480

2882(2382～3382)

1
9
9
9
(
1
7
1
0
～
2
2
8
7
)

3474 4523(3503～5543)

1420(1382～
1457)

100

1
0
0

7034

6300

390

180

6233
180

7100

390

5358(3862～6854)

390

4558(3062～6054)

390

390

180

390

180

390

4688(1638～7738)

279

4
8
9

4
8
9

100

100

187

9
6
0

1073

6235

7200

7135

6300

180
7040

6300

180

180

390

6240

7100

7040

6300

3
3
6
3
(
3
0
6
8
～
3
6
5
7
)

390

2
9
2
0

3
0
6
0

179

390

7118

6300

179

390

6318

7100

390

4135

5387

180

390

6227
7100

180

390

7027
6300

390

4059

5349

18
90
(1
53
1～

22
49
)

91
1

3344(3221～3466)

390

4935

390

4861

1
0
0

1
0
0

291
(143～438)

1
0
0

1
0
0

848
(201～1494)

1
0
0

1
0
0

136

※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

390

390

180
6140

7200

R=170 R=170

F 1 2 - D16 × 9470 F 2 26 - D16 × 6470（平均長） F 3 26 - D16 × 3900（平均長） F 4 26 - D16 × 5280（平均長） F 5 26 - D16 × 5150（平均長）

F 6 2 - D16 × 3480 F 7 52 - D16 × 4530（平均長）

R=170 R=170 R=170 R=170

F 8 52 - D13 × 1620（平均長）

F 11 12 - D13 × 7220 F 12 15 - D13 × 6300

F 9 12 - D13 × 6420 F 10 15 - D13 × 7100

F 14 3 - D13 × 5360（平均長）

F 13 3 - D13 × 4560（平均長）

F 17 3 - D13 × 7320 F 18 3 - D13 × 6300

F 15 2 - D13 × 6420 F 16 2 - D13 × 7200

F 19 1 - D13 × 7220 F 20 1 - D13 × 6300

F 23 10 - D13 × 4690（平均長）

K 1 54 - D13 × 2220

K 2 2 - D13 × 6420 K 3 2 - D13 × 7100

K 4 2 - D13 × 7220 K 5 2 - D13 × 6300

W 1 52 - D13 × 3370（平均長） W 2 13 - D13 × 3530

R=140

W 3 13 - D13 × 3060

W 4 11 - D13 × 7300 W 5 12 - D13 × 6300

W 6 11 - D13 × 6500 W 7 12 - D13 × 7100 W 9 1 - D13 × 4140

W 10 2 - D13 × 5390

W 11 6 - D13 × 6410 W 12 7 - D13 × 7100

W 13 6 - D13 × 7210 W 14 7 - D13 × 6300

W 15 1 - D13 × 4060

W 17 2 - D13 × 5350

W 18 52 - D13 × 2810（平均長）

W 19 22 - D13 × 3350（平均長）

W 8 1 - D13 × 4940

W 16 1 - D13 × 4870

162 - D13 × 500（平均長） 96 - D13 × 1050（平均長） 28 - D13 × 340

F 21 1 - D13 × 6320 F 22 1 - D13 × 7200

267 26
7 267 26
7 267 26

7 220

W
1
0 W

2
0 W

3
0

F 200 - D13 × 880
1
0

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

１６



図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

4

S=1/50

側 水 路

洪水吐配筋図 (その4)

地域ため池総合整備事業

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

9470

5280

3900

6470

径種　別
長　さ

8.24

6.08

10.09

14.77

一本当り質量

2

26

26

26

単位質量本　数 質　量
摘　要

側水路部　鉄筋質量表

30

262

158

214

F 1

F 2

F 3

F 4

F 6

F 5 26

2

5150

3480 11

2098.03

5.43

(kg)(kg/本)(kg/m)（本）(mm)

(SD295)

D16 1.560

D16 1.560

4530

6420

1620

6.39

1.61

7.0752

12

52

368

84

77

F 7

F 8

F 9

7100 7.0615 106F 10

7220 7.1812 86F 11 D13 0.995

6300 6.2715 94F 12 D13 0.995

4560 4.543 14F 13 D13 0.995

5360 5.333 16F 14 D13 0.995

6420 6.392 13F 15 D13 0.995

7200 7.162 14F 16 D13 0.995

7320 7.283 22F 17 D13 0.995

6300 6.27 19F 18 D13 0.995

7220 7.18 7F 19 D13 0.995

6300 6.27 6F 20 D13 0.995

4690 4.6710 47F 23 D13 0.995

880 0.88200 176D13 0.995

1870 kg

(平均長)

(平均長)

3414 kg

6500

4140

4940

7100

4.12

4.92

7.06

6.4711

1

1

12

71

85

5

4D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

5390 5.362 11D13 0.995

kg

22

2

3350

5350

73

115.32

3.33

0.995

D13

0.995

D13

1

1

7

4060

4870

6300

5

4

446.27

4.04

4.85

D13 0.995

D13 0.995

D13

0.995

522810 1462.800.995

D13

191 kg

2220 2.2154 119K 1 D13 0.995

K 2 26420 136.39D13 0.995

(平均長)

(平均長)

K 3 27100 147.06D13 0.995

K 4 27220 147.18D13 0.995

173 kg

kg2162合計　 D13

kg1252合計　 D16

(平均長)W 1 D13

D13

D13

D13

D13

(平均長)

(平均長)

3370 52

3530 13

3060 13

D13 67210

162500

961050

28340

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

3.35 174

3.51 46

3.04 40

176

437.17

810.50

1001.04

100.34

F0 1

W 2

W 3

W 4

W 5

W 6

W 7

W 8

W 9

W 10

W 11

W 12

W 13

W 14

W 15

W 16

W 17

W 18

W 19

W0 1

W0 2

W0 3

6300 6.2712 75D13 0.995

7300 7.2611 80D13 0.995

6410 6.386 38D13 0.995

7100 7.067 49D13 0.995

kg1004

D16

D16

D16

1.560

1.560

1.560

D16 1.560

D16 1.560

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

3

1

1

K 5 26300 136.27D13 0.995

(平均長)

(平均長)

SD295

SD295

6320 6.29 6F 21 D13 0.995

7200 7.16 7F 22 D13 0.995

1

1

7
°

1
6
′

※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

１７

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

250 2503200

3700

6
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3
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0
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5
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=
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0

2
0
0

4340

395 16@250=3750 195

2
3
0
0

5108

3
5
0
0

ダウエルバー配置図（参考図）

(断面図)

(平面図)

ダウエルバー

ダウエルバー

止水板

CF300mm×7mm

止水板

CF300mm×7mm



図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

5

S=1/50

緩勾配放水路

洪水吐配筋図 (その5)

地域ため池総合整備事業

1 - 1
(断面図)

6 - 6
(側壁外側)

7 - 7
(側壁内側)

250 2503200

2 - 2
(断面図)

4 45 5

6

6

7

7

位 置 図

1

1

2

2

4 - 4
(底版下面)

5 - 5
(底版上面)

7
1

3
2
0
0

6
0
0

70

570

伸縮材(目地材)

伸縮継目

（E.J.）

止水板

※表参照

継目標準図

t
/
2

t
/
2t

NOSCALE

塩ビ管ＶＰ丸鋼,異形棒鋼

φ20

φ30

φ25

φ25mm,D25mm

φ16mm,D16mm

φ19mm,D19mm

l=1000mm l=500mm
縦方向鉄筋

止水板の幅（W）

230～300(250)

300以上 (300)

200～250(200)

150～230(150)

D22mm以上

D16,D19

D13mm以下

ダウエルバー規格

コンクリート厚（t）

止水板標準幅

200～300

300～400

400以上

200以下

6
9

3
2
0
0

70

4500

180 28@250=7000 180 70

4
3
1

3000

7500

3

3

70

4500

180 28@250=7000 180 70

3000

7500

70

4500

180 28@250=7000 180 70

3000

7500

3 - 3
(断面図)

250 2502400

3
9
5
0

6
0
0

5
0
5
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0
0

4
5
5
0

1
5
@
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0
=
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5
0

3700

63 117 70 6311770
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6
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6
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5

6
4
5
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1

2
9

1
0
@
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=
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0

2
9

5
0
5

6
1

6
9

3
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0
0

4
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1

5
0
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2
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0

1
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0
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0
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0

1
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0

4
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1

6
9

4
3
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0
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0
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0

6
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5

6
4
5

6
1

2
9

1
0
@
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0
=
2
5
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0

2
9

5
0
5

6
1

6
0

3
2
0
0

6
0
0

3
8
0
0

2
1
1

1
2
@
2
5
0
=
3
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0
0

4
6
0

7
0

6
0

3
2
0
0

6
0
0

3
8
0
0

2
1
1

1
2
@
2
5
0
=
3
0
0
0

4
6
0

7
0

7
0

2
0
0

1
5
@
2
5
0
=
3
7
5
0

4
6
0

7
0

3
9
5
0

6
0
0

4
5
5
0

7
0

2
0
0

4
6
0

7
0

2900

63 117 70 6311770

4340

570 3200

430 170 12@250=3000 170 430 70

70

643

4486

643 3200

503 170 12@250=3000 170 503 70

70

645

3690

645 2400

505

20

10@250=2500

20

505 70

250 2503200

3700

63 117 70 6311770
70

4500

180 28@250=7000 180 70

3000

7500

W D131
0 W D131

0

W D131
0 W D131

0

F D131
0

F D131
0

F D131
0

W D131
0 W D131

0

F D221

F D1318
F D1318

F D226

F D226

F D221

F D1318
F D1318

F D222

F D1319

F D227

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

F D221

F D226

W D138
W D136

W D137

F D221

W D161

W D138
W D136

W D137

F D1311
F D1312

F D1313

F D1311
F D1312

F D1314
F D1313

F
13 D13

F
19 D13

F D1318

F
14 D13

F D1318

3
9
3
0

6
0
0

4
5
3
0

7
1

1
7
9

1
5
@
2
5
0
=
3
7
5
0

4
6
0

7
0

F D1319

W D161
W D161

W D161
W D161

W D162

W D162

70

70

70

70

70

70

7
1

7
1

F
2 D22

F
2 D22

W
2 D16

F
7 D22

F D1319

F D1319

F D1318

※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22

1
5
@
2
5
0
=
3
7
5
0

3
9
5
0

6
0
0

4
5
5
0

7
0

2
0
0

4
6
0

7
0

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

１８

シール材



図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

6

S=1/50

緩勾配放水路

洪水吐配筋図 (その6)

地域ため池総合整備事業

目地材 (t=20mm)

止水板 (C.F.200)

側壁正面図側壁平面図

70

250

70

300

160 70

7
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W D134
0

W D1313

W
14 D13

止水壁正面図止水壁断面図

70

5600

7
0

3
7
0
0 3
1
5
5

70

792

70

230

792

230

250 18@250=4500 250

230

70

2
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@
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0
=
3
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5
0

1
1
0

7
0

5
4
5

230

250

242

250

242

200

7
0

3
7
0
0 3
1
5
5

2
0
0

1
3
@
2
5
0
=
3
2
5
0

1
1
0

7
0

5
4
5

目地材 (t=20mm)止水板 (C.F.200)

470

940

470

100 100

T
3 D13

T
1 D13

T
2 D13

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

W D1313

T D133

T D131

T
4 D13

T
1 D13

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22

T D135
T D135

2 63 １９

※A3版印刷時縮尺：図示×50％
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ダウエルバー配置図（参考図）

(断面図)

ダウエルバー

止水板

CF300mm×7mm



図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

7

地域ため池総合整備事業

S=1/50

緩勾配放水路

洪水吐配筋図 (その7)

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22

R=240 R=240

F 1-1 19 - D22 × 5620（平均長） F 1-2 19 - D22 × 7320（平均長）

R=240 R=240

F 2-1 12 - D22 × 5820（平均長） F 2-2 12 - D22 × 7520（平均長）

F 6 19 - D22 × 4280（平均長） F 7 12 - D22 × 3930（平均長）

F 11 22 - D13 × 7360 F 12 4 - D13 × 5710

F 13 6 - D13 × 7390 F 14 4 - D13 × 7390

F 18 38 - D13 × 1710（平均長） F 19 24 - D13 × 1760（平均長）

W 1 38 - D16 × 4030（平均長） W 2 24 - D16 × 4410（平均長）

48 - D13 × 7390

12 - D13 × 5610（平均長）

W 6

W 7

4 - D13 × 7450W 8

208 - D13 × 530（平均長）

W 14 14 - D13 × 3660

W 13 30 - D13 × 218022 - D13 × 390

T 1 4 - D13 × 3560

T 4 3 - D13 × 5460

T 2 19 - D13 × 430 T 3 2 - D13 × 2060T 5 26 - D13 × 550（平均長）

377

37
7

377

37
7

88 - D13 × 1480

5620

7520

5820

7320

22.86

17.69

22.25

17.0819

12

12

19

緩勾配放水路部　鉄筋質量表

325

423

212

274

F 1-1

F 1-2

F 2-1

F 2-2

19

12

4280

3930 143

24713.01

11.95

(SD295,SD345)

D22 3.040

7360

7390

5710

7.35

5.68

7.3222

6

4

161

23

44

7390 7.354 29

1710 1.7038 65

1760 1.7524 42

1480 1.4788 129

1988

3262

7390

7450

5610

7.41

5.58

7.3548

4

12

353

67

30

kg

143660 513.64

3560 3.544 14T 1

T 2 19430 80.43

T 3 2060 42.05

T 4 35460 165.43

56

1234

404

D16

D16

4030 38

4410 24

302180

208530

22390

6.29 239

6.88 165

129

652.17

1100.53

90.39W0 4

119

T 5 26550 140.55

D22

D22

D22

D22

D22

1624合計　 D22

3.040

3.040

3.040

3.040

3.040

kg970

SD345

1432(1396～1468)

2
8
7

2
8
7

3
5
2
1
(
3
16
0
～
3
8
8
2
)

3
5
2
1(
3
1
6
0
～
3
8
82
)

770

3132(3096～3168) 1258(1080～1435)

2
8
7

2
8
7

3
8
9
4
(
3
88
5
～

3
9
0
3
)

770

2958(2780～3135)

3
8
9
4(
3
8
8
5
～
3
9
03
)

4274(4202～4346) 3925(3569～4280)

7360 5705

4430 4431
2956

2956

1
0
0

1505(1459～
1551)

100

1
0
0

1552(1550～
1554)

100

285

4
9
5

4
9
5

100

100

4
0
2
5
(
3
6
7
1
～
4
3
8
9
)

4
4
0
1
(
4
3
9
2
～

4
4
1
0
)

4430
2956

2645(1104～4187)
2956

2956

4489

1
0
0

1
0
0

322
(149～494)

3
6
6
0

1784

3
9
0

1
0
0

1
0
0

186

5460

3
5
6
0

4
2
5

2
0
5
2

545
(437～685)

1
7
4
°

1
7
4
°

1
7
4
°

1
7
4
°

172°
172°

129°

129°

172°

172°

171°

F
1
0

径種　別
長　さ 一本当り質量単位質量本　数 質　量

摘　要

F 6

(kg)(kg/本)(kg/m)（本）(mm)

F 7

F 11

D13 0.995

F 12

D13 0.995

F 13

F 14

F 18

F 19

D13 0.995

kg

kg

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

D13

D13

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

(平均長)

2D13 0.995

D13 0.995

kg

kg合計　 D13

kg合計　 D16

(平均長)W 1

(平均長)

D13 0.995

0.995

0.995

F0 1

W 2

W 6

W 7

W 8

W 13

W 14

W0 1

kg

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

1.560

1.560

kg

SD295

SD295

W
1
0

W
4
0

※A3版印刷時縮尺：図示×50％
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図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

8

S=1/50

緩勾配放水路

洪水吐配筋図 (その8)

地域ため池総合整備事業

位 置 図

4 45 5

6

6

7

7

1

1

3

3

1 - 1
(断面図)

6 - 6
(側壁外側)

7 - 7
(側壁内側)

4 - 4
(底版下面)

5 - 5
(底版上面)

2 - 2
(断面図)

伸縮材(目地材)

伸縮継目

（E.J.）

止水板

※表参照

継目標準図

t
/
2

t
/
2t

NOSCALE

塩ビ管ＶＰ丸鋼,異形棒鋼

φ20

φ30

φ25

φ25mm,D25mm

φ16mm,D16mm

φ19mm,D19mm

l=1000mm l=500mm
縦方向鉄筋

止水板の幅（W）

230～300(250)

300以上 (300)

200～250(200)

150～230(150)

D22mm以上

D16,D19

D13mm以下

ダウエルバー規格

コンクリート厚（t）

止水板標準幅

200～300

300～400

400以上

200以下

250 2502400

3
9
5
0

6
0
0

4
5
5
0

7
0

2
0
0

1
5
@
2
5
0
=
3
7
5
0

4
6
0

7
0

2900

63 117 70 6311770

70

645

3690

645 2400

505 145 12@250=2250 145 505 70

70

3000

180 26@250=6500 180 70

4000

7000

5
0
5

2
4
0
0

3
6
9
0

6
4
5

6
4
5

7
0

1
4
5

9
@
2
5
0
=
2
2
5
0

1
4
5

5
0
5

7
0

3
2
0

2
4
0
0

3
3
2
0

4
6
0

4
6
0

7
0

1
4
5

9
@
2
5
0
=
2
2
5
0

1
4
5

3
2
0

7
0

3 - 3
(断面図)

2
1
0
0

6
0
0

2
7
0
0

8
@
2
5
0
=
2
0
0
0

4
6
0

7
0

70

460

3320

460 2400

320

145
9@250=2250

145

320 70

7
7

9
3

250 2502400

2900

63 117 70 6311770

250 2502400

3
9
6
7

6
0
0

4
5
6
7

7
7

2
1
0

1
5
@
2
5
0
=
3
7
5
0

4
6
0

7
0

2900

63 117 70 6311770

70

647

3694

647 2400

507 145 12@250=2250 145 507 70

2

2

5
0
5

2
4
0
0

3
6
9
0

6
4
5

6
4
5

7
0

1
4
5

9
@
2
5
0
=
2
2
5
0

1
4
5

5
0
5

7
0

3
2
0

2
4
0
0

3
3
2
0

4
6
0

4
6
0

7
0

1
4
5

9
@
2
5
0
=
2
2
5
0

1
4
5

3
2
0

7
0

70

3000

180 26@250=6500 180 70

4000

7000

3
9
5
0

6
0
0

4
5
5
0

7
0

2
0
0

1
5
@
2
5
0
=
3
7
5
0

4
6
0

7
0

2
1
0
0

6
0
0

2
7
0
0

8
@
2
5
0
=
2
0
0
0

4
6
0

7
0

4
4

1
2
5

70

3000

180 26@250=6500 180 70

4000

7000

70

3000

180 26@250=6500 180 70

4000

7000

3
9
5
0

6
0
0

4
5
5
0

7
0

2
0
0

1
5
@
2
5
0
=
3
7
5
0

4
6
0

7
0

2
1
0
0

6
0
0

2
7
0
0

8
@
2
5
0
=
2
0
0
0

4
6
0

7
0

4
4

1
2
5

F D223

F D1315

F D228

F D1315

F D1320

F D1320

F D1316

W D1310
W D1311

W D139

F
16 D13

W D1310
W D1311

W D139

F
15 D13

F D223

W D163

F
21 D13

W D132
0 W D132

0

F D132
0

F D223

F D1320
F D1320

F D228

W D163

W D163

W D132
0 W D132

0

W D164

W D164

F D132
0

F D224

F D1321

F D229

F D132
0

F D224

F D1321

F D229

W D132
0 W D132

0

W D164

W D164

70

70

70

70
70

70

70

70

7
7

7
7

F D1321

F
4 D22

W
4 D16

F
9 D22

F D1321

F D1320

F D1321

F D1321

※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

F
4 D22

F D1316

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

２１

シール材



図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

9

地域ため池総合整備事業

S=1/50

緩勾配放水路

洪水吐配筋図 (その9)

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

F 3-1 12 - D22 × 5700（平均長） F 3-2 12 - D22 × 7300（平均長） F 4-1 17 - D22 × 4690（平均長） F 4-2 17 - D22 × 6290（平均長）

F 8 12 - D22 × 3560 F 9 17 - D22 × 3370（平均長）

F 15 24 - D13 × 6860

F 16 6 - D13 × 6870

F 20 24 - D13 × 1760 F 21 34 - D13 × 1960（平均長）

W 3 24 - D16 × 4420（平均長） W 4 34 - D16 × 3510（平均長）

32 - D13 × 6860

28 - D13 × 4990（平均長）

W 9

W 10

4 - D13 × 7280W 11

178 - D13 × 530（平均長）

R=240 R=240 R=240 R=240

3551 3367(3187～3553)

6860

2930
3934

1
0
0

1556

100

1
0
0

1755(1663～
1847)

100

285

4
9
5

4
9
5

100

100

4
4
1
8
(
4
4
1
0
～

4
4
2
6
)

3
5
0
3
(
2
5
8
5
～

4
4
2
0
)

1
0
0

1
0
0

322
(149～494)

3
9
1
1
(
3
90
3
～

3
9
1
9
)

3
9
1
1(
3
9
0
3
～
3
9
19
)

1121

2
8
7

2
8
7

770 770

2
9
9
1
(
2
06
9
～
3
9
1
3
)

2
9
9
1(
2
0
6
9
～
3
9
13
)

1031(939～1122)

2
8
7

2
8
7

2631(2539～2722)2721

6860

4986(3379～6593)

2914

4364

177°

129°

129°

155°

1
7
4
°

1
7
4
°

1
7
4
°

1
7
4
°

F 0

径種　別
長　さ 一本当り質量単位質量本　数 質　量

摘　要
(kg)(kg/本)(kg/m)（本）(mm)

D13 0.995

kg

kg

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

D13

kg合計　 D13

kg合計　 D16

(平均長)

(平均長)

0.995

kg

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

(平均長)

1.560

1.560

kg

kg

(平均長)

65 - D13 × 1480
2

5700

6290

4690

7300

19.12

14.26

22.19

17.3312

17

17

12

緩勾配放水路部　鉄筋質量表

208

266

242

325

F 3-1

F 3-2

F 4-1

F 4-2

F 8 12

17

3560

3370 174

13010.82

10.24

(SD295,SD345)

D22 3.040

6860

1760

6870

1.75

6.84

6.8324

24

6

164

41

42

F 9

1960 1.9534 66

F 15

F 16

F 20

F 21

1480 1.4765 96

1658

2587

6860

7280

4990

7.24

4.97

6.8332

4

28

219

139

29

kg

890

352

W 3 D16

D16

4420 24

3510 34

178530

6.90 166

5.48 186

96

940.53

F0 2

W 4

W 9

W 10

W 11

W0 2

94

D22

D22

D22

D22

D22

1345合計　 D22

3.040

3.040

3.040

3.040

3.040

377

37
7

377

37
7

739

W
2
0

※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。
※A3版印刷時縮尺：図示×50％

２２

SD345

SD295

SD295

250 2502400

2900

5
0
0

2
7
0
0

9
@
2
5
0
=
2
0
0
0

2
0
0

3320

410 11@250=2500 410

ダウエルバー配置図（参考図）

(断面図)

ダウエルバー

止水板

CF300mm×7mm



図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

10

S=1/50

緩勾配放水路

洪水吐配筋図 (その10)

地域ため池総合整備事業

位 置 図

2 23 3

4

4

5

5

1

1

1 - 1
(断面図)

4 - 4
(側壁外側)

5 - 5
(側壁内側)

2 - 2
(底版下面)

3 - 3
(底版上面)

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

500

（塩ビ管ＶＰ）
（丸鋼,異形棒鋼）

ダウエルバー

150～250
t

t
t

500

油性ペイントを塗る。 

接着防止のため　　　 

※ 止水板は断面の中央に設ける事

※ ダウエルバーの間隔は20～30cmとし、

　 止水板に対して千鳥配置とする。

塩ビ管ＶＰ丸鋼,異形棒鋼

φ20

φ30

φ25

φ25mm,D25mm

φ16mm,D16mm

φ19mm,D19mm

l=1000mm l=500mm
縦方向鉄筋

止水板の幅（W）

230～300(250)

300以上 (300)

200～250(200)

150～230(150)

D22mm以上

D16,D19

D13mm以下

ダウエルバー規格

コンクリート厚（t）

止水板標準幅

200～300

300～400

400以上

200以下

先に打設する。

継目標準図

受台（底版）,ダウエルバー

NOSCALE

止水板

　 を標準とする。
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W D135

W D1312

2
1
0
0

6
0
0

2
7
0
0

8
@
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=
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0

4
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※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22
令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

２３

シール材



図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

11

地域ため池総合整備事業

S=1/50

緩勾配放水路

洪水吐配筋図 (その11)

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22

F 5 27 - D13 × 8210

F 10 27 - D13 × 3180

F 17 30 - D13 × 6360

F 22 54 - D13 × 1520

W 5 54 - D13 × 2560

126 - D13 × 440（平均長）

R=140
R=140

36 - D13 × 6360W 12

3180

6360

285

4
8
6

4
8
6

100

100

2
5
6
0

1
0
0

1
0
0

236
(143～328)

3
8
7

2900

20
4
4

2
0
44

1
0
0

100

1316

6360

3
8
7

F 60 - D13 × 1460
3
0

8210

1520

6360

3180

径種　別
長　さ

1.51

6.33

3.16

8.17

一本当り質量

27

54

30

27

単位質量本　数 質　量
摘　要

221

85

190

82

F 5

F 10

F 17

F 22

(kg)(kg/本)(kg/m)（本）(mm)

(SD295)

D13

1460 1.4560 87D13 0.995

578 kg

6360 6.3336 228D13 0.995

D13

kg1086

W 5 D13 2560 54

126440 0.995

2.55 138

87

550.44

F0 3

W 12

W0 3

kg55

kg366

(平均長)

220 22
0

D13

D13

D13

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

合計　 D13SD295

緩勾配放水路部　鉄筋質量表

kg

W
3
0

129°

1
7
4
°

1
7
4
°

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

２４

250 2502400
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0
=
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3320

285 11@250=2500 285

2
0
0

9
゜

0
'

ダウエルバー

（折り曲げて設置）

止水板

125125

CF300mm×7mm

D16,φ20-500

ダウエルバー配置図（参考図）

(側面図)

(断面図)

ダウエルバー

止水板

CF300mm×7mm



図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

12

S=1/50

放水路

洪水吐配筋図 (その12)

地域ため池総合整備事業

位 置 図

2 23 3

4

4

5

5

1

1

1 - 1
(断面図)

4 - 4
(側壁外側)

5 - 5
(側壁内側)

2 - 2
(底版下面)

3 - 3
(底版上面)

2500

2800

300

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

500

（塩ビ管ＶＰ）
（丸鋼,異形棒鋼）

ダウエルバー

150～250
t

t
t

500

油性ペイントを塗る。 

接着防止のため　　　 

※ 止水板は断面の中央に設ける事

※ ダウエルバーの間隔は20～30cmとし、

　 止水板に対して千鳥配置とする。

塩ビ管ＶＰ丸鋼,異形棒鋼

φ20

φ30

φ25

φ25mm,D25mm

φ16mm,D16mm

φ19mm,D19mm

l=1000mm l=500mm
縦方向鉄筋

止水板の幅（W）

230～300(250)

300以上 (300)

200～250(200)

150～230(150)

D22mm以上

D16,D19

D13mm以下

ダウエルバー規格

コンクリート厚（t）

止水板標準幅

200～300

300～400

400以上

200以下

先に打設する。

継目標準図

受台（底版）,ダウエルバー

NOSCALE

止水板

　 を標準とする。
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=
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8
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F D131

F D137

F D1310
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W D134

F
7 D13
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F
7 D13
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F D137
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7
1
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7
1

70

W D131
0 W D131

0
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0
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F D1310
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※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22

70 70

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

２５

シール材



図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

13

地域ため池総合整備事業

S=1/50

放水路

洪水吐配筋図 (その13)

7
0

3
0
0

1
6
0

7
0

70 8@250=2000 730

300 2500

2800

3
3
2
0

7
0

2
1
5

1
1
@
2
5
0
=
2
7
5
0

2
1
5

7
0

70 8@250=2000 730

300 2500

2800

U
1 D13

U D132

受台部
(側面図)

a a

(a－a)

U
1 D13

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22

F 1 29 - D13 × 8000

R=140
R=140

F 4 29 - D13 × 3180

F 7 30 - D13 × 6950

F 10 58 - D13 × 1130

W 1 58 - D13 × 2460

136 - D13 × 440（平均長）

36 - D13 × 6950W 4

U 1 14 - D13 × 9110

U 2 14 - D13 × 3180

65 - D13 × 1250
1

8000

1130

6950

1.12

6.92

7.9629

58

29

放水路部　鉄筋質量表

231

92

208

65

F 1

F 4

F 7

F 10

(SD295)

1250 1.2465 81

596

6950 6.92 249

kg

1299

W 1 2460 58

136

2.45 142

81

60

F0 1

W 4

W0 1

60

391

U 1

U 2 3180 3.1614 44

9110 14 9.06 127

171

2
8
6

2900

2
8
6

20
4
3

2
0
43

3180

6947

1
0
0

100

928

2
4
5
8

6947

1
0
0

1
0
0

236
(143～328)

1
6
0

3974

4974

3180

220 22
0

F 0

3180

径種　別
長　さ

3.16

一本当り質量

30

単位質量本　数 質　量
摘　要

(kg)(kg/本)(kg/m)（本）(mm)

D13

D13 0.995

kg

36D13 0.995

D13

kg

D13

440 0.995 0.44

kg

kg

(平均長)

D13

D13

D13

0.995

0.995

0.995

0.995

0.995

D13 0.995

D13

kg

0.995

1
7
4
°

1
7
4
°

129°

W
1
0

280

3
8
5

3
8
5

100

100

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

２６

合計　 D13SD295
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125125

ダウエルバー配置図（参考図）

(断面図)

ダウエルバー

止水板

CF300mm×7mm



図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

14

S=1/50

放水路

洪水吐配筋図 (その14)

地域ため池総合整備事業

位 置 図

3 34 4

5

5

6

6

1

1

1 - 1
(断面図)

5 - 5
(側壁外側)

6 - 6
(側壁内側)

3 - 3
(底版下面)

4 - 4
(底版上面)

2

2

30@250=7500

4875

7
0

2
6
0
0

3
1
0
0

7
8
0

3125

8000

1
0
0

2 - 2
(断面図)

8000

4875 3125

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

500

（塩ビ管ＶＰ）
（丸鋼,異形棒鋼）

ダウエルバー

150～250
t

t
t

500

油性ペイントを塗る。 

接着防止のため　　　 

※ 止水板は断面の中央に設ける事

※ ダウエルバーの間隔は20～30cmとし、

　 止水板に対して千鳥配置とする。

塩ビ管ＶＰ丸鋼,異形棒鋼

φ20

φ30

φ25

φ25mm,D25mm

φ16mm,D16mm

φ19mm,D19mm

l=1000mm l=500mm
縦方向鉄筋

止水板の幅（W）

230～300(250)

300以上 (300)

200～250(200)

150～230(150)

D22mm以上

D16,D19

D13mm以下

ダウエルバー規格

コンクリート厚（t）

止水板標準幅

200～300

300～400

400以上

200以下

先に打設する。

継目標準図

受台（底版）,ダウエルバー

NOSCALE

止水板

　 を標準とする。
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※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22

70 70

70 70

W D133
0 W D133

0

F D133
0

F D163

W D133

W D133

F
12 D13

F
12 D13

F
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令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

※A3版印刷時縮尺：図示×50％
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シール材
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図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

15

地域ため池総合整備事業

S=1/50

放水路

洪水吐配筋図 (その15)

113

450

3
3
2
0

7
0

2
1
5

1
1
@
2
5
0
=
2
7
5
0

2
1
5

7
0

7
0

3
0
0

1
6
0

7
0

43 5@250=1250 712

293 1882

2175

43 5@250=1250 712

293 1882

2175

170

250 87

170

U
3 D13

U D134

受台部
(側面図)

(a－a)

a a

U
3 D13

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

F 2 20 - D13 × 8000

R=140
R=140

F 3 13 - D16 × 8540（平均長）

R=170 R=170

F 5 20 - D13 × 3180 F 6 13 - D16 × 3240（平均長）

W 2 40 - D13 × 2460 W 3 26 - D13 × 2720（平均長）

F 8 26 - D13 × 7960

F 9 4 - D13 × 7960

F 11 40 - D13 × 1130 F 12 26 - D13 × 1170（平均長）

W 5 36 - D13 × 7960

W 6 12 - D13 × 3180 96 - D13 × 440（平均長）

70 - D13 × 470（平均長）

U 3 14 - D13 × 8020

U 4 10 - D13 × 3180

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22

26
7267

45 - D13 × 1250
2

28 - D13 × 1260
3

8000

3240

3180

8540

5.05

3.16

13.32

7.9620

13

20

13

放水路部　鉄筋質量表

159

173

63

66

F 2

F 3

F 5

F 6

F 8 26

4

7960

7960 32

2067.92

7.92

(SD295)

D13

1.16

1.12 45

30

F 9

F 11

F 12

1250 1.2445 56

774

1575

7960

3180 3.16

7.9236

12

285

38

kg

W 2 2460 40

2720 26

96440

2.45 98

2.71 70

91

420.44

F0 2

W 3

W 5

W 6

W0 2

75

D16

491

D13

D16

1260 1.2528 35F0 3

70470 330.47W0 3

U 3

U 4 3180 3.1610 32

8020 14 7.98 112

144

1336

239

1130 40

1170 26

2
8
6

2900

2
8
6

20
4
3

2
0
43

2
5
6

2892(2844～2938)

2
5
6

2
3
0
0
(
2
06
4
～

2
5
3
5
)

2
3
0
0(
2
0
6
4
～
2
5
35
)

3180 3232(3184～3278)

7960

4866 3094

1
0
0

100

928

100

1
0
0

961(930～
991)

2
4
5
8

2
7
1
4
(
2
4
7
9
～
2
9
4
8
)

7960

3180

1
0
0

1
0
0

236
(143～328)

1
0
0

1
0
0

264

(146～381)

3456

4376

179

3180

220 22
0

F 0 F 0

径種　別
長　さ 一本当り質量単位質量本　数 質　量

摘　要
(kg)(kg/本)(kg/m)（本）(mm)

D13 0.995

kg

kg

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

kg

D13 0.995

D13 0.995

(平均長)

(平均長)

(平均長)

kg

(平均長)

0.995

1.560

0.995

1.560

D13 0.995

D13 0.995

(平均長)

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995

D13 0.995 (平均長)

D13 0.995

D13

kg

0.995

kg合計　 D13

kg合計　 D16

SD295

SD295

1
7
4
°

1
7
4
°

1
7
4
°

1
7
4
°

129°

129°

9
°

0
5
′

280

3
8
5

3
8
5

100

100

283

3
8
8

3
8
8

100

100

W
2
0

W
3
0

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

２８

250 2502400

2900

3420

335 11@250=2500 335

5
0
0

3
2
0
0

1
1
@
2
5
0
=
2
5
0
0

2
0
0

125125

ダウエルバー

止水板

CF300mm×7mm

ダウエルバー

止水板

CF300mm×7mm

ダウエルバー配置図（参考図）

(側面図)

(断面図)



図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

16

S=1/50

減勢工

洪水吐配筋図 (その16)

地域ため池総合整備事業

位 置 図

2 23 3

4

4

5

5

1 - 1
(断面図)

4 - 4
(側壁外側)

5 - 5
(側壁内側)

2 - 2
(底版下面)

3 - 3
(底版上面)

500

（塩ビ管ＶＰ）
（丸鋼,異形棒鋼）

ダウエルバー

150～250
t

t
t

500

油性ペイントを塗る。 

接着防止のため　　　 

※ 止水板は断面の中央に設ける事

※ ダウエルバーの間隔は20～30cmとし、

　 止水板に対して千鳥配置とする。

塩ビ管ＶＰ丸鋼,異形棒鋼

φ20

φ30

φ25

φ25mm,D25mm

φ16mm,D16mm

φ19mm,D19mm

l=1000mm l=500mm
縦方向鉄筋

止水板の幅（W）

230～300(250)

300以上 (300)

200～250(200)

150～230(150)

D22mm以上

D16,D19

D13mm以下

ダウエルバー規格

コンクリート厚（t）

止水板標準幅

200～300

300～400

400以上

200以下

先に打設する。

継目標準図

受台（底版）,ダウエルバー

NOSCALE

止水板

　 を標準とする。

1

1

37@250=9250

9820

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

250 2502400

2900

63 117 70 6311770

2
6
0
0

6
0
0

3
2
0
0

1
0
@
2
5
0
=
2
5
0
0

4
6
0

7
0

7
0

1
0
0

70

510

3420

510 2400

370

145

9@250=2250

145

370 70

F D162

F D134
F D134

70 215 7021537@250=9250

9820

70 215 70215

W D131
0 W D131

0

F D161 W D131

W D131

F D131
0

2
6
0
0

6
0
0

3
2
0
0

1
0
@
2
5
0
=
2
5
0
0

4
6
0

7
0

7
0

1
0
0

3
7
0

2
4
0
0

3
4
2
0

5
1
0

5
1
0

7
0

1
4
5

9
@
2
5
0
=
2
2
5
0

1
4
5

3
7
0

7
0

3
7
0

2
4
0
0

3
4
2
0

5
1
0

5
1
0

7
0

1
4
5

9
@
2
5
0
=
2
2
5
0

1
4
5

3
7
0

7
0

2
6
0
0

6
0
0

3
2
0
0

1
0
@
2
5
0
=
2
5
0
0

4
6
0

7
0

7
0

1
0
0

37@250=9250

9820

70 215 70215

F D161

F D133

F D162

F D133

F D134

F D134

37@250=9250

9820

70 215 70215

W D131

F D161

W D132

F D134

F
3 D13

F
3 D13

W D132

※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22

70 70

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

２９

シール材
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図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

17

地域ため池総合整備事業

S=1/50

減勢工

洪水吐配筋図 (その17)

70

70

7
0

7
0

43 157
201

300 300

600

170

300150

29

1
6
0

7
0

3
0
0

113 250 87

43 157
201

300 300

600

170

300

29

113 250 157

450

3
4
2
0

7
0

1
4
0

1
2
@
2
5
0
=
3
0
0
0

1
4
0

7
0

3
4
2
0

7
0

1
4
0

1
2
@
2
5
0
=
3
0
0
0

1
4
0

7
0

受台部
(側面図)

(平面図)

(a－a)

ダウエルバー配置図（参考図）

(側面図)

(断面図)

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

径

D13

D16

D19

D22

F 1 40 - D16 × 9280

F 2 40 - D16 × 3280

F 3 30 - D13 × 9680

W 1 80 - D13 × 3060

R=170 R=170

F 4 80 - D13 × 1340

228 - D13 × 470（平均長）

44 - D13 × 9680W 2

U 1 15 - D13 × 1210 U 2 15 - D13 × 1980

U 3 7 - D13 × 3280

267 26
7

1

F 1

(SD295)

kg

W 1

F0 1

W0 1

U 1

U 2

3
5
7

2940

3
5
7

25
4
6

2
5
46

3280

9680

1
0
0

100

1135

279

4
8
9

4
8
9

100

100

3
0
6
0

9680

1
0
0

1
0
0

262
(144～379) 195

195

407

6
0
0

528

10
75179

3280

F 93 - D13 × 14600

9280

1340

9680

3280

径種　別
長　さ

1.33

9.63

5.12

14.48

一本当り質量

40

80

30

40

単位質量本　数 質　量
摘　要

減勢工部　鉄筋質量表

579

205

289

106

F 2

F 3

F 4

(kg)(kg/本)(kg/m)（本）(mm)

D16

1460 1.4593 135D13 0.995

1179 kg

9680 9.6344 424D13 0.995

D13

D13 3060 80

228470 0.995

3.04 243

135

1070.47

W 2

kg107

kg667

(平均長)

D16

D13

D13

0.995

0.995

0.995

1980 1.9715 30D13 0.995

D13 1210 15 1.20 18

kg71

0.995

1.560

1.560

U 3 3280 3.267 23D13 0.995

2159 kg

kg1375合計　 D13

kg784合計　 D16

W
1
0

129°

3
2
°

4
3
′

a a

U D133

U D133

U
3 D13

U
2 D13

U
2 D13

U
2 D13

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

３０

SD295

SD295

250 2502400

2900

3438

344 12@250=2750 344

5
0
0

3
2
0
0

1
1
@
2
5
0
=
2
5
0
0

2
0
0

ダウエルバー

止水板

CF300mm×7mm

ダウエルバー

止水板

CF300mm×7mm



図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

18

S=1/50

取付桝

洪水吐配筋図 (その18)

地域ため池総合整備事業

位 置 図

4 45 5

6

6

7

7

1

1

1 - 1
(断面図)

6 - 6
(側壁外側)

7 - 7
(側壁内側)

4 - 4
(底版下面)

5 - 5
(底版上面)

2

2

2 - 2

2630 250
2630 250

2880

7
5

5
1
9

7
0

3
5
0

1
2
8

3
7
0

2
6
9
0

1
0
0
0

5
1
0

1
5
1
0

2880

3

3

3 - 3
(褄壁)

250 2400 250

2900

7
7
0

5
1
0

1
2
8
0

側面図

伸縮材(目地材)

伸縮継目

（E.J.）

止水板

※表参照

継目標準図

t
/
2

t
/
2t

NOSCALE

塩ビ管ＶＰ丸鋼,異形棒鋼

φ20

φ30

φ25

φ25mm,D25mm

φ16mm,D16mm

φ19mm,D19mm

l=1000mm l=500mm
縦方向鉄筋

止水板の幅（W）

230～300(250)

300以上 (300)

200～250(200)

150～230(150)

D22mm以上

D16,D19

D13mm以下

ダウエルバー規格

コンクリート厚（t）

止水板標準幅

200～300

300～400

400以上

200以下

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

径

D13
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D19
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2
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0
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正面図

5
1
0

1
2
8
0

70 156

156

70

29

410 770 1450 250

2880

(副ダム)

(副ダム)

W D131
0 W D131

0

F D131
0

F D163

F D137
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F D161 W D131
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0
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W D139

W D138
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F
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7
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7
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11 D13W
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F
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水抜き管

VP100

水抜き管

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

３１

シール材



図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

洪水吐　配筋図

1:50

琴浦町金屋

19

19

地域ため池総合整備事業

S=1/50

取付桝

洪水吐配筋図 (その19)

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

※ 鉄筋継手は鉄筋の規格に応じて上記式を用いて決定する。

　 なお、コンクリートの設計基準強度はσck=21N/mm2とする。

※ 鉄筋継手標準図

l=30D以上(SD295)

l=35D以上(SD345)

規格 l

SD295 390

SD295 480

SD345 670

SD345 770

※ 鉄筋かぶりはコンクリート表面から鉄筋中心

　 までを表示している。

※ 鉄筋組み立てにおけるスペーサーは、

　 側面：2個以上/㎡、底面：4個以上/㎡とする。

径

D13

D16

D19

D22

F 1 11 - D16 × 7440（平均長） F 2 2 - D16 × 5590

F 3 11 - D16 × 3140（平均長） F 4 2 - D13 × 2960

W 1 22 - D13 × 2220（平均長） W 2 4 - D13 × 1370

R=170 R=170
R=140

R=140

F 5 24 - D13 × 2740

F 7 22 - D13 × 1120（平均長） F 8 　4 - D13 × 1010

F 6 6 - D13 × 2750

W 3 8 - D13 × 2740

W 4 12 - D13 × 1180（平均長）

W 5 4 - D13 × 3260

W 8 12 - D13 × 1370 W 9 16 - D13 × 860（平均長） W 10 10 - D13 × 3460

30 - D13 × 420（平均長）

W 11 9 - D13 × 3170（平均長）

W 6 8 - D13 × 2750

W 7 12 - D13 × 1190（平均長）

267 26
7

23 - D13 × 1280
1

7440

2960

3140

5590

2.95

4.90

8.72

11.6111

2

11

2

取付桝部　鉄筋質量表

128

17

54

6

F 1

F 2

F 3

F 4

F 5 24

6

2740

2750 16

662.73

2.74

(SD295)

1.00

1.11 24

4

F 6
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※この平面図は、UAVレーザ・地上レーザにより取得した
　点群データ、及び補測測量により図化したものである。
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工事用道路⑥　L=53.7m
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工事用道路⑤　L=126.6m 工事用道路⑦　L=53.3m
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令和７～８年度

指定仮設

下鳥池改修工事（１工区）

工事用道路　縦断面図
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図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

工事用道路（農道区間）

1:50

東伯郡琴浦町金屋

地域ため池総合整備事業

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

1

工事用道路　標準断面図 S=1:50

工事用道路①（農道区間）

用
地
境
界

借
地
幅
杭

凡　例

2

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

工事用道路 標準断面図

敷鉄板

敷鉄板

DL=60.00

D
=
0
.
0
0

GH=62.93

ANO.1付近

ビニールハウス

As

埋設物（電柱）

電
柱

4000

3000500 500

DL=60.00

D
=
0
.
0
0

GH=64.07

ANO.4付近

As

コンテナ

4000

3000500 500

土木シート

土のう

支障物件（移設）

※コンテナに近接する区間は、土のうを積んで

　必要な幅員（w=4.0m）を確保する。

1:
1.
5

※畑地の耕土と盛土材が混ざらないように、

　土木シート等で養生する

盛
土
高

盛
土
高

420

3
3
0

参考図 土のう寸法

1
5
0

　手前に移設し、工事完了後に原位置に復旧する。

※ANO.1とANO.3付近の電柱は中電により工事着

５２



DL=60.00

GH=65.42

KNO.2付近

3000 500500

4000

FH=65.42

DL=55.00

GH=59.60

KNO.6付近 (KEC3)

FH=60.40

3000 500500

4000

図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

工事用道路（上流側・下流側）

東伯郡琴浦町金屋

地域ため池総合整備事業

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

1:100

工事用道路　標準断面図 S=1:100

工事用道路②～④（上流側）

※KNO.3以降の原地盤線は、点群データより作成。

1:1.0 1:1.5

上置砕石

上置砕石

1:1.51:
1.
5

計画高（FH）

計画高（FH）

盛
土
高

路体盛土

路体盛土

盛
土
高

上置砕石

計画高（FH）

用
地
境
界

FH=63.02

GH=62.10

BNO.7付近

DL=60.0

3000 500500

4000

1:
1.
5

1:1.5

FH=64.01

GH=65.55

BNO.4付近

DL=60.0

3000 500500

4000NO.3付近

堤体

盛
土

高

路体盛土

搬入土

段切幅 1000>W

段
切

高
 
H
>
5
0
0

段切

上置砕石

計画高（FH）

1:2.0

工事用道路⑤～⑦（下流側）

2

2

令和７～８年度

(RC-40) t=10cm　W=3500

(RC-40) t=10cm　W=3500

(RC-40) t=10cm　W=3500

(RC-40) t=10cm　W=3500

下鳥池改修工事（１工区）

工事用道路 標準断面図

再生土 H=1000

再生土

５３



5002500

図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺 1:100

地域ため池総合整備事業

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

ANO.0～ANO.7（農道区間）

1:100

琴浦町金屋
DL=60.00

D
=
2
0
.
0
0

GH=62.57

ANO.0

ビニールハウス

As

DL=60.00

D
=
2
2
.
6
4

GH=62.93

ANO.1

ビニールハウス

As

埋設物（電柱）

電
柱

DL=60.00

D
=
1
6
.
9
1

GH=63.18

ANO.2

As

コンテナ

DL=60.00

D
=
2
3
.
3
1

GH=63.46

ANO.3

As

コンテナ

電
柱

埋設物（電柱）

DL=60.00

D
=
1
3
.
2
7

GH=64.07

ANO.4

As

コンテナ

DL=60.00

D
=
4
2
.
1
0

GH=64.62

ANO.5

ビニールハウス

As

電
柱

DL=60.00

D
=
4
8
.
9
3

GH=66.38

ANO.6

As

電
柱

DL=60.00

GH=67.87

ANO.7

As

ビニールハウス

電
柱

ビニールハウス4000

4000

4000

4000

4000

4000

4000

4000

用
地
境
界

借
地
範
囲

凡　例

退避所

2000

1:1.5

3000500 500

3000500 500

3000500 500

3000500 500

3000500 500

3000500 500

3000500 500

3000500 500

1:
1.
5

1:
1.
5

1:
1.
5

工事用道路　横断面図（1/4）
S=1:100

工事用道路①（農道区間）

4

1

段切幅 1000>W

段
切
高

 
H
>
5
0
0

1:0.5

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 単 位

2.5＞W≧1.0

1.0＞W

盛

土

オープン掘

削 片切

㎡

ANO.2

ｍ

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W 0.3

盛

土

オープン掘

削 片切

－

－

－

ANO.1

－

0.8

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W 0.2

盛

土

オープン掘

削 片切

－

－

－

盛土法面整形

ANO.0

－

0.6

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W 0.1

盛

土

オープン掘

削 片切

－

－

－

－

ANO.3

－

－

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W 0.1

盛

土

オープン掘

削 片切

－

－

－

－

ANO.4

－

－

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W －

盛

土

オープン掘

削 片切

－

－

－

－

ANO.5

－

－

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W －

盛

土

オープン掘

削 片切

0.7

4.4

－

－

ANO.7

0.9

3.2

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W －

盛

土

オープン掘

削 片切

－

－

－

－

ANO.6

－

－盛土法面整形

盛土法面整形

盛土法面整形

盛土法面整形

盛土法面整形

盛土法面整形

盛土法面整形

土木シート 0.6

土木シート 0.5

－

－

土木シート

2土のう積

2土のう積

数 量

0.1

－

－

－

－

－

0.7

0.5

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

ｍ

単 位

㎡

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

ｍ

単 位

㎡

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

ｍ

単 位

㎡

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

単 位

㎡

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

袋

単 位

㎡

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

袋

単 位

㎡

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

単 位

㎡

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

令和７～８年度

上置砕石

下鳥池改修工事（１工区）

工事用道路　横断面図

(RC-40) t=10cm
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図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

KNO.0～KNO.6（上流側）

1:100

琴浦町金屋
DL=65.00

D
=
1
3
.
0
0

GH=67.34

KNO.0+5.0

DL=65.00

D
=
2
2
.
0
0

GH=66.68

KNO.0+18.0

DL=60.00

D
=
2
0
.
0
0

GH=65.42

KNO.2

DL=60.00

GH=63.81

KNO.3

保安林

3000 500500

4000

3000 500500

4000

3000 500500

4000

3000 500500

4000

1:1.5

1:1.0

1:
1.
5 1:1.5

1:
1.
5

1:1.5

1:1.0

1:1.5

FH=67.70

FH=66.70

FH=65.42

FH=63.82

地域ため池総合整備事業

工事用道路　横断面図（2/4）
工事用道路②～④（上流側）

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

工事用道路　横断面図
4

2

DL=55.00

D
=
2
0
.
0
0

GH=60.08

KNO.4

DL=55.00

D
=
2
0
.
0
0

GH=59.67

KNO.5

DL=55.00

GH=59.60

KNO.6 (KEC3)

(KEC2)

FH=62.43

FH=61.04

FH=60.40

3000 500500

4000

1:
1.
5 1:1.5

3000 500500

4000

1:
1.
5 1:1.5

3000 500500

4000

1:
1.
5 1:1.5

※KNO.4以降の原地盤線は、点群データより作成

※KNO.0～KNO.3は指定仮設である。

D
=
2
0
.
0
0

車
止
め

段切幅 1000>W

段
切

高
 
H
>
5
0
0

1:0.5

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W 0.1

盛

土

オープン掘

削 片切

0.5

1.1

0.7

－

KNO.0+5.0

－

2.1盛土法面整形

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W －

盛

土

オープン掘

削 片切

－

0.2

－

KNO.0+18.0

－

0.3盛土法面整形

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W 0.1

盛

土

オープン掘

削 片切

0.3

－

－

－

KNO.2

0.3

0.4切土法面整形

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W －

盛

土

オープン掘

削 片切

0.2

7.6

4.2

－

KNO.3

5.0

0.5

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W －

盛

土

オープン掘

削 片切

－

4.2

－

－

KNO.6(KEC3)

－

3.0盛土法面整形

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W －

盛

土

オープン掘

削 片切

0.4

7.8

－

KNO.5

－

4.7盛土法面整形

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W －

盛

土

オープン掘

削 片切

－

0.2

17.1

－

KNO.4(KEC2)

－

8.1盛土法面整形

盛土法面整形 0.7

5.9

切土法面整形

盛土法面整形

－

－

下鳥池改修工事（１工区）

令和７～８年度

再生土 H=1000

再生土 H=1000

再生土 H=1000
再生土 H=1000

再生土

再生土

再生土

再生土

S=1:100

単 位

㎡

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

ｍ

単 位

㎡

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

ｍ

単 位

㎡

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

単 位

㎡

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

単 位

㎡

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

単 位

㎡

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

単 位

㎡

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡
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FH=68.07

GH=68.14

BNO.0

DL=60.0

FH=66.07

GH=65.95

BNO.1

DL=60.0

FH=65.31

GH=65.77

BNO.2

DL=60.0

FH=64.66

GH=65.51

BNO.3

DL=60.0

FH=64.01

GH=65.55

BNO.4

DL=60.0

FH=64.00

GH=65.58

BNO.5

DL=60.0

図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺

BNO.0～BNO.5（下流側・任意仮設）

1:100

琴浦町金屋

地域ため池総合整備事業

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

4

3

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W －

盛

土

オープン掘

削 片切

－

－

－

－

BNO.0

0.3

0.3

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W －

盛

土

オープン掘

削 片切

－

0.7

－

BNO.1

－

－

4.0＞W≧2.5

W≧4.0

項　　目 数 量

2.5＞W≧1.0

1.0＞W －

盛

土

オープン掘

削 片切

－

－

－

－

BNO.2

1.8

1.6切土法面整形

切土法面整形

切土法面整形

3000 500500

4000

3000 500500
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※原地盤線は、点群データより作成。

※BNO.3～BNO.5の土工は「堤体工横断図」より数量取得。

工事用道路　横断面図（3/4）
工事用道路⑤～⑦（下流側）
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令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

工事用道路　横断面図

S=1:100
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FH=64.00

GH=65.45

BNO.6

DL=60.0

FH=63.02

GH=62.10

BNO.7

DL=60.0

FH=61.37

GH=61.22

BNO.8

DL=55.0

FH=59.73

GH=59.13

BNO.9

DL=55.0

FH=59.70

GH=59.12

BNO.10

DL=55.0

図 面 の
名　　称

施行年度

工 事 名

事 業 名

施行位置

図面番号 縮　　尺 1:100

琴浦町金屋

地域ため池総合整備事業

※A3版印刷時縮尺：図示×50％

BNO.6～BNO.10（下流側・任意仮設）
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4
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4000

1:
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5 1:1.5

3000 500500

4000

1:1.5
1:
1.
5

3000 500500

4000

3000 500500

4000

※原地盤線は、点群データより作成。

※BNO.6の土工は「堤体工横断図」より計上。

工事用道路　横断面図（4/4）
工事用道路⑤～⑦（下流側）

※原地盤線は、点群データより作成
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1:1.5

3000 500500

4000NO.1+0.314

堤体

令和７～８年度

下鳥池改修工事（１工区）

工事用道路　横断面図

S=1:100
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